
 

 

 

令和 3 年度の進路を振り返って 

 
今年度３学年担任の先生方から、在校生へ熱いメッセージをいただきました。 

卒業生を出したばかりの先生方のお言葉を、是非、今後の進路活動の参考にしてください！ 

 

生物生産科１組担任 弓田 直人 先生 

(1) ①自分のやりたいことや夢を明確にする。 

     ②やりたいことが無い人は、やってもいいかなという職種をピックアップ。 

     ③“やってもいいかな”が無い人は、やりたくない職種をピックアップ。やりたくないことを除いて 

残っているものを考えてみる。 ※なぜそれをやりたいのかを深める。 

(2) 自分のやりたいことが決まったら、それを実現する方法を調べる。 

例）理学療法士になるためには、大学・短大・専門学校に行き、国家資格を取らなくてはならない 

例）建築現場で働きたいので、施工管理技士の資格を持っていた方が有利 

(3) 進学なら行きたい大学・専門学校を HP やオープンキャンパスにいき、よく調べる。なぜ、他の B や

C の学校ではなく、この A の学校で学びたいのか。就職も同様に行きたい会社をよく調べ、なぜここ

の会社に入りたいのかを言えるようにする。 

(4) 就職も進学も、過去の試験問題や面接の質問項目などを調べ、徹底的に学習する。 

    ※面接(練習)は何度も何度も行おう 

    ※学校の評定平均を上げておく 

人生を決めるものです。しっかりと自分で考え、親と担任によく相談してください。早め早めに行動 

を起こすことも重要です。 
 

生物生産科２組担任 三輪 真人 先生 

 １ 進学者に向けて 

  ① 希望先を決めるにあたって … 将来をどのように考えているか。（何をやりたいか、できるか） 

  ② なぜ、その進学先を選ぶのか。（他の学校でも同じことができるのではないか） 

  ③ 進学先が決められたら、オープンキャンパスに早めに参加する。リモートでもよい。 

  ④ 受験したい学校の受験資格を確認する。試験日、合格発表日の確認。 

  ⑤ もし不合格になった場合どうするかを決めておく。 

  ⑥ 授業料や入学金についても検討しておく。 

２ 就職に向けて 

   ① 高校求人と一般求人の違いについて理解する。 

   ② 県外求人と県内求人の違いについて理解する。 

   ③ 職種については、好きか嫌いかよりも、できるかできないかで決めるようにする。 
 

生物工学科３組担任 上野 康平 先生 

  進路目標を達成するためには、何事にも一生懸命取り組むことです。日々の授業や清掃、部活動等をお

ろそかにせず、行動・考動することが進路実現に繋がります。日々の服装や態度、言葉遣いは、就職や進

学の試験官に伝わります。その場だけでなく、日頃の自身の頭髪や服装、態度等を客観的に見られるよう、

意識を上げていきましょう。その一つ一つの積み重ねが進路活動、その先の社会に出るための糧となりま

す。 
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環境土木科４組担任 渡邉 秀雄 先生 

 『目標達成のために』 

  クラスの生徒や授業受け持ってきた生徒に「目標達成するためには」ということで話していたことは、 

①明確（具体的）な目標を決めなさい。 ②その目標を達成するためには何をすればよいか具体的に考え

なさい。（これが 1 番難しい） ③それを実践しなさい。 ④常に自分が決めた目標が達成されて喜んで

いる姿をイメージしなさい。 この 4 つを話してきました。 

  これは進路だけではなく、部活動やそれ以外にも役立つ方法です。何をすれば目標が達成されるのか！

自分が考え決めたことを実践していくことが、「目標達成」のための鍵になってきます。言い訳をせず努力

することが重要です。実践するのみです。 
 

食品科学科５組担任 柴田 良枝 先生  

 ① 就職・進学の区別なく、自分のやりたいことや勉強したいことが早く決定していた人ほど決定が早い。 

② 夏休みに何度も学校へ足を運び、勉強や教員の指導を受けていた人ほど合格率が高い。 

③ 進学希望者は自分に合った選抜試験の方法を早めに検討することが必要。 

④ 一般常識、面接、小論文など自ら進んで指導を受けることが大事。 

⑤ 行きたい学校や企業について、保護者の同意を得ておくことも大切。 

以上が今年度、進路指導をしていて気づいたことです。 
 

生産情報科６組担任  児島 玉恵 先生 

 高校生活は限りある３年間だが“時間の無駄”という発想はやめよう。特定の実利目的あるいは情報

収集のために参考書やインターネットで得た知識は、忘れやすく効果が長続きしない。一見無駄に思える

寄り道、道草にこそ、肝心なものがある。たとえ難しくてもついていけなくても、時間をかけながら読

み、考え、感じ、疑問を抱いたりすることは、人間として生きていく過程そのもの＝体験であり、あなた

の血肉となる。あなたの中で何かが変わっていく、何かが残る、それこそが財産だ。 

 

進路実現に向けて  

進路実現のためにはまずは情報収集からです。これは進学・就職ともに同様です。進路活動は、先が見え

なくて不安も多いことでしょう。そんな不安を解消するためにも、情報を集め、準備することが大切です。

１・2 年生の皆さん、積極的に進路活動を始めてください。 

☘ 進路室を利用しましょう。 

２学年の各クラスで、進路室利用ガイダンスを行いました。これをきっかけに進路室を利用する生徒が増

えてきました。進路室に足を運び、資料に目を通したり、先生方に相談したりすると、一人で悩んでいるよ

りも解決の糸口が見つかるかもしれません。必要な資料は無料でコピーできますので、進路室の先生に声を

かけてください。  ※ コピーできるのは進路資料のみです。 

進路室にある主な資料は以下の通りです。 

〇求人票 … 企業別にファイルで整理されています。 

〇問題集 … 一般常識問題集・ＳＰＩ問題集、公務員対策問題集・自衛隊問題集等 

〇進学関係 … 大学・短大・専門学校の入学案内パンフレット・募集要項、小論文対策問題集等 

〇面接対策 … 問題集、参考書等 

〇(就職・進学)受験報告書 … 先輩方が受験した時の報告書です。実際の試験内容、面接での質問事項、

受験者数など、試験についての最も知りたい情報が満載です。一度目を通してみる価値があります。 

☝ この情報は、進路室にしかありません。 

〇その他 … 現代用語の基礎知識、朝日キーワード、など、小論文・面接対策に役立つ書籍も揃って 

います。 

   ※ 資料は、進路室内でのみ閲覧できます。持ち出し厳禁です。 

では、また来年度お会いしましょう。   


